
 

 

 

２０２２年６月１０日  

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める新潟市民連合 

（市民連合＠新潟）  

 

２０２２参議院選挙に向けた政策要望 

  

ロシアのウクライナへの侵攻は、戦争はいつも「自衛」の名の下に始められること、

武力で平和は守れないことを改めて世界に示しました。ウクライナの原発施設が攻撃を

受け、核兵器の使用まで懸念された現状は、核兵器による被爆国であり、福島原発事故

被害を経験し世界最大級の柏崎刈羽原発を抱える日本国民、新潟県民にとっても、対岸

の火事では決して済まされません。そして、私たちの家計を直撃している物価高も、世

界の平和が脅かされていることと決して無関係ではありません。 

今こそ、平和憲法に基づく政治に立ち返り、立憲主義を回復することが強く求められ

ます。「核共有」や「敵基地攻撃能力」（「反撃能力」）の議論、憲法改正の議論などもっ

てのほかです。 

来たる参議院選挙は、政権与党とそこにすり寄る補完勢力による憲法改正を阻止し、

個人の尊厳、命と暮らしを大切にする政治を実現するために、決して負けられないたた

かいです。立候補を予定している森ゆうこさんは、６年前に「市民とオール野党」で国

会に送り出し、生活者の目線で政府の姿勢をただし続けてきた、国会に欠くことができ

ない政治家です。 

市民連合＠新潟は、現在の社会情勢の中で特に実現してほしい政策を下記のとおり要

望します。また、森さんの所属する立憲民主党をはじめとする県内野党各党には、政権

与党とその補完勢力を過半数割れに追い込む、少なくとも憲法改正の発議に必要な３分

の２以上の議席をとらせない、という大きな観点で一致し、森さんの当選に全力を尽く

すことを求めます。 

 

記  

 

１ 武力によらない平和外交を基軸とした安全保障政策 

 立憲主義の回復と安保法制の廃止／日本国憲法が掲げる平和的生存権、戦争放棄・

戦力不保持に立脚した外交努力による安全保障／際限ない軍拡競争につながる防衛費

の大幅増に反対／「敵基地攻撃能力」（「反撃能力」）保有を認めない／非核三原則の

堅持、核兵器禁止条約の批准／辺野古新基地建設の中止／自衛隊（軍）を明記する憲

法９条改正に反対 

 

２ 人間らしい暮らしと生活を守り抜く  

中小企業への支援と地域の雇用確保／最低賃金の大幅引き上げ／教育費の無償化、

負担軽減／食を支える農林漁業への支援／消費税の引き下げ／生活困窮者、年金生活

者への支援／医療・介護従事者の待遇改善／地域医療の削減に反対／原発の再稼働を

認めず、再生可能エネルギーへの転換を進展させる 

 

３ 人権保障が徹底され、個人の尊厳が守られる社会の実現  

あらゆる差別・ハラスメント・ヘイトの根絶／男女や正規非正規等の賃金格差の解

消／選択的夫婦別姓制度の実現／政府の政策に関する徹底した情報公開と透明性の実

現／「モリカケサクラ」ほか政権をめぐる疑惑の徹底的な真相究明 


